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一
八
九
五
年
二
月
八
日
に
ド
イ
ツ
の
ヴ
ュ
ル
ッ
ブ
ル
ク
大
学

の
レ
ン
ト
ゲ
ン
に
よ
り
、
正
体
未
知
の
線
（
Ｘ
線
）
が
発
見
さ
れ
、

同
年
一
二
月
二
八
日
に
印
刷
公
表
さ
れ
、
一
八
九
六
年
（
明
治
二
九

年
）
の
年
明
け
と
と
も
に
「
レ
ン
ト
ゲ
ン
Ｘ
線
発
見
」
の
報
は
世
界

中
を
駆
け
巡
っ
た
。
医
師
達
に
よ
り
一
、
二
月
に
は
早
く
も
臨
床

利
用
さ
れ
、
そ
の
有
用
性
は
不
動
の
も
の
と
な
っ
た
。
演
者
は
日

本
に
お
け
る
初
期
Ｘ
線
研
究
の
歴
史
に
興
味
を
持
ち
、
文
献
調
査

を
行
っ
て
い
る
。
今
回
、
文
献
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
Ｘ
線
写
真
に

つ
い
て
紹
介
し
医
史
学
的
考
察
を
行
い
た
い
・

当
時
日
本
へ
の
伝
達
は
欧
州
航
路
に
よ
っ
て
い
た
た
め
四
十
日

近
く
を
要
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
「
Ｘ
線
発
見
」
の
報
が
日
本

に
伝
わ
っ
た
の
は
、
明
治
二
九
年
二
月
頃
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本

日
本
人
に
よ
る
最
初
の
Ｘ
線
写
真
に

つ
い
て

天
野
良
平

で
の
Ｘ
線
実
験
も
そ
の
頃
か
ら
始
め
ら
れ
た
と
考
え
て
よ
い
。
い

く
つ
か
の
文
献
に
よ
れ
ば
、
第
一
高
等
学
校
教
授
の
水
野
敏
之
丞

先
生
ら
の
グ
ル
ー
プ
、
帝
国
大
学
理
科
大
学
教
授
の
山
川
健
次
郎

先
生
ら
の
グ
ル
ー
プ
が
早
く
、
続
い
て
済
生
学
舎
の
丸
茂
文
良
先

生
の
講
演
・
実
習
が
知
ら
れ
て
い
る
。
京
都
で
は
第
三
高
等
学
校

教
授
の
村
岡
範
為
馳
先
生
と
島
津
製
作
所
の
二
代
目
島
津
源
蔵
氏

の
共
同
研
究
が
早
い
。
こ
れ
ら
四
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
研
究
が
、
日

本
に
お
け
る
初
期
の
Ｘ
線
研
究
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
研
究
の
内

容
が
具
体
的
に
当
時
の
印
刷
物
と
し
て
残
っ
て
い
る
も
の
は
、
演

者
の
知
る
と
こ
ろ
で
は
、
第
一
高
等
学
校
の
山
口
鋭
之
助
・
水
野

敏
之
丞
先
生
の
明
治
二
九
年
五
月
一
五
日
発
行
の
「
れ
ん
と
げ
ん

投
影
写
真
帖
」
お
よ
び
第
三
高
等
学
校
の
村
岡
範
為
馳
先
生
の
七

月
九
日
に
行
わ
れ
た
講
述
を
も
と
に
八
月
三
一
日
発
行
の
「
レ
ン

ト
ゲ
ン
氏
Ｘ
放
射
線
の
話
」
の
二
冊
で
あ
る
。

医
史
学
的
に
も
貴
重
と
考
え
ら
れ
る
こ
れ
ら
冊
子
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
Ｘ
線
写
真
を
中
心
に
、
そ
の
出
所
と
謂
を
調
査
し
た
。

世
界
で
初
め
て
Ｘ
線
で
手
の
骨
を
見
た
の
は
、
い
う
ま
で
も
な

く
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
彼
自
身
の
手
の
像
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
残
っ
て

い
る
最
初
の
Ｘ
線
写
真
は
妻
ベ
ル
タ
の
手
の
写
真
で
、
一
八
九
五
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年
（
明
治
二
八
年
）
一
二
月
二
二
日
に
撮
っ
た
も
の
で
あ
る
。
日
本

で
の
最
初
の
手
の
写
真
は
ど
ん
な
写
真
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

お
そ
ら
く
第
一
高
等
学
校
水
野
敏
之
丞
先
生
ら
に
よ
っ
て
明
治
二

九
年
三
、
四
月
に
撮
影
さ
れ
て
い
る
と
確
か
に
考
え
ら
れ
る
が
、

演
者
は
未
だ
そ
の
写
真
を
見
て
い
な
い
。
謎
は
ま
だ
解
け
て
い
な

ｊ
ｏ

Ｉ
ｖ

（
金
沢
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
）

振
動
障
害
の
原
因
と
な
る
代
表
的
な
工
具
と
し
て
の
圧
搾
空
気

工
具
は
一
九
世
紀
後
半
か
ら
使
用
が
始
ま
っ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス

の
鉱
山
で
は
一
八
三
九
年
か
ら
圧
搾
空
気
さ
く
岩
機
の
使
用
が
は

じ
ま
っ
た
と
い
う
し
、
ア
メ
リ
カ
で
は
一
八
四
九
年
に
製
造
が
始

ま
っ
た
。
日
本
で
も
一
八
八
一
（
明
治
一
四
）
年
に
さ
く
岩
機
の
試

用
が
始
ま
っ
た
。
ガ
ソ
リ
ン
・
エ
ン
ジ
ン
付
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
は

一
九
○
五
年
に
出
現
し
た
。
し
か
し
、
日
本
の
林
業
へ
の
チ
ェ
ン

ソ
ー
の
導
入
は
第
二
次
大
戦
後
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
各
種
の
圧
搾
空
気
工
具
や
チ
ェ
ン
ソ
ー
は
一
九
世

紀
後
半
か
ら
二
○
世
紀
は
じ
め
に
使
用
が
始
ま
っ
た
が
、
振
動
障

害
が
注
目
さ
れ
る
の
は
二
○
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま

り
振
動
障
害
は
二
○
世
紀
の
職
業
病
な
の
で
あ
る
。

圧
搾
空
気
工
具
の
使
用
で
発
生
し
た
指
の
循
環
障
害
を
は
じ
め

“
工
具
に
よ
る
振
動
障
害
の
歴
史三

浦
豊
彦
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